
条件 場所 ワークショップ・大屋根広場 時間 １時間～１時間半
（内容、人数に応じて変更有）

対象 小学高学年以上 人数 50名程度（人数は要相談）

時期 春～秋 天候 雨天時可
（ただし、人数により制限有）

提出物 書類 用具貸出票 経費 なし

準備物 貸出 □のこぎり 団体 □ゴム板　□写し紙　□軍手
□はさみ 準備 □カーボン紙　□木工用ボンド　□グルースティック
□グルーガン (個人 □彫刻刀　□筆記用具（ネームペン）
□スタンプ台 準備) □ごみ袋　□ビニル袋

展開 事前 作業の手順や使用する用具を確認する。

①枝を選び、のこぎりで5～6cm程度の長さに切る。

②写し紙に小枝の形を写し取る。

③写し紙に判を書く。（字：名前の頭文字やイニシャルなど1文字、マーク：簡単なもの）

④その紙を裏返してカーボン紙をはさみ、ゴム板に写す。（※注意：鏡文字になるように）

⑤彫刻刀でゴム板を彫る。（※注意：彫り方　→　文字、周り）

⑥ゴム板の周りをはさみで切る。

⑦小枝にゴム板を付ける。

⑧スタンプをつけて、紙に試し押しする。

当日 流れ まんたらめ貸出 団体準備 個人準備

①小枝を切る □のこぎり　□万力 □軍手

②小枝の形を写す □写し紙 □鉛筆

③写し紙に書く □ネームペン

④ゴム板に写す □ゴム板　□カーボン紙

⑤ゴム板を彫る □彫刻刀

⑥ゴム板を切る □はさみ

⑦小枝に付ける □グルーガン □木工用ボンド　グルースティック

⑧試し押し □スタンプ台

事後 ⑨作品持ち帰り □ビニル袋

⑩後片付け □ほうき　□ちりとり □ごみ袋

⑪整理整頓

安全管理 ・怪我や火傷防止のために、のこぎりや彫刻刀、グルーガンの扱い方を活動前に指導する。

配慮事項

・判を作る際は、実際の小枝の接着面よりもゴム板を大きくカットしてデザインすると、彫刻刀で彫りやすくなる。

活動名

ねらい

・活動をスムーズに進めるために、場の使い方や作業の手順を確認して、児童生徒の動線や
　引率者の配置を検討する。

小枝はんこ作り （創作活動）

○　小枝はんこを作ることにより、創作の喜びを味わうとともに、木の温もりに触れる。



参考資料

【共通】　手順や安全面の配慮を確認する。

●　作ったはんこを紙にためし押しして、
　彫り具合を確かめ、調整する。

【共通】　使い終わった道具も、きれいに
　　　　そろえて整とんする。

●　ゴム板は、作るはんこのサイズより
　もひとまわり大きいと彫りやすい。

【共通】　手順や注意点をボードで確かめながら作業
　　　　 を進める。

●　万力で枝をしっかり抑え、のこぎりで
　5～6cmの長さに切る。

●　グルーガンで彫り終わったゴム板を
　小枝に接着する。

【共通】　使い終わった場所は、みんなで
　　　　きれいに掃除する。


